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特集才一フランド市宇生訪問団受入れ
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2013年度前期

4月 外国人のための日椋講座開講
(4/11-) 

今年で20年自在迎えた本講座には、現在 日力園、計30告が在

籍しています。日本語の読:1hruきが初めての人が多いAクラス 日

本語にも慣れて苦て話すことがよ手になってきたB?ラス、 冗談が

言えるくうい日本語がiB能証人が多いCフラスに分白、れ、協会ボラ

ンティア講師の烈心な指却により、全員が窓欲的i乙学習しています。

5月

4月 鶴林寺奈会参加悦/29)

国宝鶴林寺で行われた茶会lこ、協金で日本語を勉

強している外国人と即師の21名が書加しました.お

茶の礼使作法lま初出ての体験で、少し緊湿した峨子

でしたが、一つ一つを教わり草がう見脇見まねで挑

戦しました。

加古川市・マリンガ市姉妹都市
提鰐40周年記念訪問
(5/8-5/18) 

姉妹都市HiH~~40周年を記念して楠本市民はじめ22名が

ブラジルマリンガ市在~問しました. マリンガ市では峰々在

記念事業に出席しました.モランゲイラ大通口に1<1:.加古川

市とマリン刀市E交流の旺としてモニユメントが~てられ 除

幕式にも砦列し.多くのマリンガ市民の方々と40周年を祝い

ました。

5月 語学講座開講(5/18-)

今年度は初級英会話ポルトガル金話入門的2講座を閲摘しま

した。

く初級英金話〉

受講生白年齢E掲が広いのですが、全員が和気あいあし1と前座を

受けています。講師の気さく草人柄で受話生は緊張すること草く

英語で会話を楽しんでいるようです。

くポルトガJレ童話入門〉

受講生は4人と少砿いため 杭師との距惑も近く 分白、己主主いと

ころがあるとすぐに質問できる雰囲気があります.何度も発琶を確

認する耳ど全員白、真剣に訴座を到フています@



6n ふれあいティータイム
(日/23)

今回のふれあいティ 7イムは ゲストスピーカーに

モンゴル出身のレンツエンホルロ オユンゲレル古ん

をおi日告してモンゴ)lσ有名耳祭典や文化、歴史砿ど

を写真を交え耳が5紹介していただきました。会唱には、

モンゴル在代表音る葺器σ馬，p容や民肱衣装などが並び、

参加者に1;)手作りのチ ズやミjレヲティ がふるまわれ

る草ど、モンゴル在身近に感じることがで苦ました。

7H 夏祭り (7/15)

日本語を勉強

している外国人

に日本の豆を体

践してもらうた

め、夏祭りを開

佐しました。参

加者にl芯自国の 包

料理を持吉寄っ

てもらしに主口

で乾村をした後

楽しくおしゃべ

りをし耳がら世界吉国の昧を楽しみました。

食!Uの世は「スイ力割り」や「輪1量けJ.rビンゴゲーム」で盛

り上がり 鼠佳に「炭坑節JrビューティフJレサンデー」を全員で

踊って締めくくりました.浴衣在泊て菩加した人た百も多く、華や

かで楽しし1夏祭りに紅りました。

8月 第23回加古川市中学生海外派遣(8/5-日/17)

市内の中宇生12名が、姉揖都市ニュージーランド オ一フランド市在訪問しました.才一フランド1専物館では ポリネシア人

や先住民のマオ1)0::歴史在宇び烏の華図ティリティリマタンギ島やオ一フランド動物園では‘キウィ パ ドをはじめとす

るこュージーランド酉有配助偲胸在観察しました。 ~

学jQ訪問では、ホストスチユーデントと 細こ過ごし、日本の学佼

との七軒守主よi品いを発見しました。日目悶のホ ムスデイはあっという

凶で、本当の軍肢のように撞してくれたホストファミリーとは涙のお

別れとなりました。

漏泣研修の忠世に マオリ文化の色昌く践るロトルア吋すきました。

そこでは古代のマオリの人々のむらしを見学したり、マオリのずン

ス 「ハ力」や「ポイ」を体験したり、伝統料理であるハンギ料理を食

べたりと、マオリ配ことを深く知るcl百l芯経験と草りました。

8}~ 第22固加古川市青年海外派遣(8/6-8/17)

市内の青年B名が師嫁都市ブラジルマリンガ市を訪問しました。

滞在中は 腿菓施設や福相lJ施設等を見学しました。加古川 マリン刀

外国底センタ の創立20周年記念式典では、センターに通う児笥た

ちによる加古川市歌の姫路に皆心が沼まりました。

ホストファミリ と過ごした期間国4日間と短甘ったものの 優し

い軍肢のZ却、げで、マリンガ市にも苫破白できたような気持ちになD

ました。マUンガ市鼠終日の夕食会では、お世話に草った方々に「よ

さこいソ ラニ節I在世露し 「炭坑節」を一緒に歌って締りました.

翌日は イグアスの滝 コJレコパ ドの圧などを見学しました。そ

して、アラブ首長国連邦 ド)¥イを経由し モスクやド)¥イ1刑罰簡を

見宇した桂帰国しました。
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8場麗繍麗量調聖誕B
ニュージーランド ワイヲケレ市がオークランド市に統合されたことにより、 2012年5月に加古川市と才一

フランド市は姉妹都市促携を結びました。そして 今年4月、オ一フランド市から日名の学生と2名の引率者が

加古川市在訪れました。

学生たちは、昨年日月の中学生海外派遣生のお宅lこ9日間ホ ムステイし 自力月ぶ口の再会辛抱き合って習

びました。滞在中は、座禅、 櫨策、自道、浴衣の活付けなど多くの日本文化に触れました。また、加古川名物の 「か

つめし」作りや、踊っこまつりにも特別参加し、よさこい踊口を鍛露するなど、初めての体験にも積極的lこ取り

組みました。

加古川中学校を訪問 した際は、在絞生と 緒lこ車道や茶道をしたり、お昼こ飯在一緒に食べたり、クラブ活動

では柔遁を習うなど 日本の学校生活在体験しました。同世代の宇生たちとコミュニケーションがとれたことは、

彼自にとってとても有意義革時間と砿ったようです。

そして、帰国日のさよならバディ では、ホストファミリ と涙で別れを惜しみ、たくさんの思い出ととも

にニュージーランドへ帰国しました。
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介し、特産品在販売

しました。ブースで

活面画E副画置置Irl::!画.......1'.， '5も、 ニユジ ラ

: ンド オ クランド市在紹介してくれました。

この 「おどっこ市」の売よ金は、国連UNHC円i協会と踊

っこまつり振興会(東日本大渡災支lli金)に全額寄付し苦

. した。と協力ありがとうございました。
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4月号の広報紙で浴衣の

寄付をお願いしたところ、

多くの方か己大人周 子ど

も用を合わせて30枚以上の

浴衣在認ってい

ただ苦ました。

これらの浴衣

は、今後の国際

交流事業に使わ

せていただきま

す。ありがとう

ございました。
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( E原交成ポヲンタイア諜 ~ 
加古川市国際交流協会では、国際交流舌勤にご協力いただく3種類のボランティアを募集しています。

@ホームステイボランテ ィア

姉妹都市交流における海外かうの派巡回白、来日する際の派遣生寄の受入れ

[登録要件l
受月期間 数日-2迎間程度(源遣団により異芯る)

部 屋個室がない場合こ家族と同室でも結怖です。

送 迎平日の日中はi協会のプログラムがありますので 国際交流

センヲーまで送迎をお願いしま君。

@語学ボランティア

派ιt因果日の際や外国人市民への公的機関での通訳、公文illや通知文の翻訳等

[室録要件1
日常会話の通訳、又は日間文の翻訳が支障なくできる方

[主な活動実績]

<通訳> 派遣団来日における市内 市外見学、市役所窓口、病悦受付芯ど

〈翻訳> 姉妹友好都市関係の公文位、公的縫羽白、うの通知文、町内会からの通知文

@サー ビスボランティア

外国人への日本語指羽 田本文化の紹介イベン 卜 部座の補助等

[登録要件l
t型説、資格tJどは問いません。

l主な，舌励l
日本語習得のレッスン在希望する外国人への1対1の日本語指導

e@@@ 
随時、受け付けています。協会ホ ムベ ジのボランティア登録申込包をさずウンロードし.必要事項を記入の

うえ 直接、協会窓口までご持参いただくか、郵送にてと提出ください。FAXやメ ルでの申込はで告ません。

また、ボランティア畳録甲込容は協会窓口でもお渡しできます。

( 加fftJj左~，Ð)腹筋力機縛 ~J I C AEヲンティアf募集 】

J1CAボランティアI~ ， i主上国て世界の人たちと→者に旺定、

お互いの技術、知識、経験を活力、して国づくりに協力して

います。また ともにusすことを通じて、日本との交流

E橋渡し役にも拡っています。

現在J氾Aでは 右32の要領でボランティアをEZ集してい

ます。

そo)j也相談会等も随時実施しております。~*~咽については

下記へお問い合わせください。

年 齢

応募資格

募集期間

派遣期間

青年海外協力隊
シーア

海外ポランァィア

20，;t-39歳まで 40iJ晶-69，，1まで

上記年齢であり日窓園高をもっ方

年2回(容秋)

原則として2年 原則として1年

公益 社団法人青年海外協力協 会 TEL:06-6375 -2224 
J1CAホームページ httpl/www.jica.go.jp 

J1CA関西ボランティアベージアドレス http/ /www.jica.go.jp/kansai/enterprise/volunteer/index.html 
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←一一一一一一一一←一一一~姐E画面翠酷迦且重量箇圃薗富田薗薗-

L 平成~年度後期講湿のお知5せ ] 

争日本語教育ボランティア~成講座.

協会には、たくさんの舛国人の方々 伊己日本語学習の相談白、宿ります。

日2本依悶t沼指羽に興昧がある、豆iはa引l現見在l指白L羽ヲ在しているlけブnど、どのように数えたらいいのb

で教え方のコツを身につけてみませんb伊、a

〈日 時〉 平成26年1月11日-3月呂田毎週土胞団(全日回)午後1時30分~午後4筒30分

く場所〉 加古川市国際交流センタ

く講 師〉 五昧たまき先生

く内 容〉 初級レベルの日本語文法術文のポイントを媒介語を使わすに教える方法を学J3io

また、模凝j聖業在行うことでより実践的芯指む方法を身につける。

-"詳細は 「広報かこがわ12月号Jにも掲i日予定で官 。

争国際協力セミナー.

「国際協力とは向だろう」こんEことを考えたことのある人はどれだけいるでしょう.

クロ パル化が進む中、国際協力脂綿 (JICA)で白年，胃外協力隊として活罰された方の体験談を通じて 身近芯回開協

力について考えてみま世んが.

く日 時〉 平成26年1月下旬

〈 場所 〉 加古川市国際交流センター

〈内 容> 外国での生活やボランティア活動体験談など

詳細I~ r広報白、こがわ1月号』 にわ掲i院予定で司.

[ 平成~年度後期各鶴座計画(予~)

12月第3回ふれあい国際料理論座(1¥ンガリー料理)

フリスマスパーティー

l月 日本語教育ボランティア養成講座

国際協力セミナー

マリンガ市青年海外派遣団受入

2月加古川市障がい者，胃外派irl(二ユ ジランドオークランド市)

3月舛国人のための日本語論座 スピーチjてーティー

国際交流センタ一利用案内

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・. • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • ••• 
••• 

• ••••••••••••• 

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

.貸館時間

・休館日

.使用申込

午前9時から午後日筒まで(ただし.日眼目は午後5時まで)

毎週月限日(ただし、国民の休日等が月曜日にあたるときはその翌日)

利用希望日の2ヵ月前(休舘日の羽合はその翌日)から申込みを受け付けます。

•••••• 
. . . . . . . .・・・.. . . . . . . . . . .・ ・・....... ... 

(公財)加古川市国際交流協会 干675，0017加古川市野口町良野387-1

TEL 079-425-1 166 FAX 079-425-0200 

協会活動の紹介や参加者募集のお知うせを渇i臨したホームベージを公開しています.ぜひと覧ください.

ホムベ ジアドレス http://www.city.kakogawa.lg.jp/hplkokusai/index.htm
6 E-MAIL: kia@city.kakogawa-hyogo.jp 20131l'IOJHW 


